
部品は、性能が同じ互換品となる場合があります。
製作前に、部品が揃っているか、お確かめ下さい。不備があった際は、
申し訳ありませんが、その旨ご連絡くださいます様、お願い致します。

【ソルダレスブレッドボードＫＩＴシリーズ】

外部
内部

１ ２

ON

 部品記号など
U1
PTr1
D1
LED1
R1
R2
R3,4
SW0,JP1〜14,ヨビ
C1
SW1
SW2
SP1
BAT1
SB1

     部品
メロディic 
フォトトランジスタ
汎⽤⼩信号ダイオード
φ５mm⾚⾊LED
炭素被膜抵抗(1/4Ｗ)
    〃
    〃
    〃
電解コンデンサ 2.2µF 50V
タクトスイッチ（押しボタンスイッチ）
２回路DIPスイッチ
ダイナミックスピーカー（ソルダレスブレッドボード⽤）
単４形×１本電池BOX ピン端⼦タイプ
ソルダレス・ブレッドボード

（型番,表記）
[HK326-2] 

[NJL7302L-F3] 
 [1N4148] 

（橙⽩橙⾦）
（茶⿊⻩⾦）
（茶⿊緑⾦）

（⿊）
（本体明記）

（BH-411-4P24）
（BB-801）

数
1
1
1
1
1
1
2
20
1
1
1
1
2
1

39kΩ
100kΩ

1MΩ
0Ω

外
部

内
部

CDT3460-02

※ ガラス注意︕※ ガラス注意︕

・ハンダ付け無しで完成させる「電⼦オルゴールＫＩＴ」です。
 ４つの演奏モードが選択でき、演奏⽅式は「押しボタン式」
 あるいは「光センサ式」が選択できます。 演奏に合わせて
 明滅するＬＥＤ付き。
・必要部品 および 説明書（本書），⼀式セット。
・電源︓単４形乾電池×２本（ＤＣ３Ｖ，最⼤消費電流５０ｍＡ）
 【 ご⽤意して頂く必要⼯具 ︓ ニッパ、ピンセット等  】

(株)秋⽉電⼦通商【 https://akizukidenshi.com/ 】
copyright ⓒ 2021.12.02 AKIZUKI DENSHI TSUSHO CO.,LTD.

カ
ソ
ー
ド
マ
ー
ク

←

カソード
Ｃ(Ｋ)

Ａ
アノード

◆ダイオード◆
1N4148

︕極性があります︕

◆フォトトランジスタ◆
NJL7302L-F3

︕極性があります︕

Ｅ（エミッター）
Ｃ（コレクター）

C

EC E 

◆タクトスイッチ◆
（押しボタンスイッチ）
︕⽅向性があります︕ ⿊

茶
⾚
橙
⻩
緑
⻘
紫
灰
⽩

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

◆炭素被膜抵抗◆
↓カラーコードの読み⽅↓

⿊帯１本は０Ωです。
ジャンパ線に適します。
（０Ω＝     ）

茶⿊緑⾦

１０×１０５Ω
 ＝１MΩ
精度︓⾦＝５％

⾚リード線
︓＋

＋

－

－︓
⿊リード線

ダイナミックスピーカー
（ソルダレスブレッドボード⽤）

︕極性があります︕

◆          ◆

⻑
い
⾜(

ア
ノ
ー
ド)

Ａ

短
い
⾜(

カ
ソ
ー
ド)

Ｋ

◆発光ダイオード◆
︕極性があります︕

◆ソルダレス・ブレッドボード︓ＢＢ－８０１◆
（ 電気的な極性は有りませんが、表記には向きがあります。）

挿⼊された部品の⾜が、下図の太線太線で⽰さ
れる様に、内部で電気的に接続されます。

◆メロディｉｃ（HK326）◆
︕極性があります︕

 1
2
3
4
5
6
7
8

16
15
14
13
12
10
11
9

TEST
OSC2
VGN

OSC1
MODE

SL
TRIG

NC

LED
MOT
VSS1
OUT1
VDD
OUT2
VSS2
NC

◆２回路DIPスイッチ◆
（スライドスイッチ）

１ ２

ON

3V
C1 2.2μF

SW2

SW1

R3
39kΩ

BAT1 R1
1MΩGND

R2
1MΩ

1
2
3
4
5
6
7
8

16
15
14
13
12
10
11
9

U1
HK326 LED1

SP1

R4
100kΩ

D1

PTr1

SW0

SB1

JP1

JP2

JP3

JP4

JP5 JP6

JP7

JP8

JP9 JP10

JP11

JP12
JP13

JP14

C1 2.2μF

SW2 SW1

R3
39kΩ

BAT1

R1
1MΩ

opt_switchpush_switch

R2
1MΩ

U1 HK326

LED1

SP1
R4

100kΩ

D1

PTr1

SW0

JP8

R1
1MΩ

「光センサ式」「押しボタン式」

R2
1MΩ

JP10

SB1

【 概要概要 】【 概要 】

【 回路図回路図 】【 回路図 】

【 部品表部品表 】【 部品表 】 【 製作製作 】【 製作 】

（ 実体図,回路図記号 ）

【 部品説明部品説明 】【 部品説明 】

【 実体配線図実体配線図 】【 実体配線図 】

HKHK326 電⼦326 電⼦オルゴールオルゴール KIT KIT
クリスマス曲多数収録

単
４
電
池
︵
Ａ
Ａ
Ａ
︶

単
４
電
池
︵
Ａ
Ａ
Ａ
︶

１ ２

ON

◆電解コンデンサ◆
︕極性があります︕
（容量電圧は本体明記）

→
ラ
イ
ン
線 

短
い
脚 
︵
－
︶

⻑
い
脚 
︵
+
︶

R１
１kΩ

U１
CDT3460

-02

Ｄ1
1SS178

BAT１
1.5ｖ

 C１
 0.1μFLED１

GPL/W/A00002/FA/ST

 C２
 0.1μF

JP１

JP２

JP５

JP４

JP３

L１,２
100μＨ

Tr１
2SC1815L-GR

R２
100 Ω

JP６

ZD１
GDZJ3.6B

A C(K)

 ↓ 以下、[SW1,PTr1]で、演奏が開始された後の状況

(a)︓SW2 [左on-右0ff] ︓ １曲ごと停⽌。[SW1,PTr1]で次曲演奏。[SW1,PTr1]で曲⾶ばし可。

(b)︓SW2 [左off-右on] ︓ １曲ごと停⽌。[SW1,PTr1]で次曲演奏。曲⾶ばし不可。

(c)︓SW2 [左on-右on] ︓ 全曲演奏後停⽌。途中停⽌不可。

(d)︓SW2 [左off-右off] ︓ 全曲演奏後停⽌。[SW1,PTr1]で途中停⽌。[SW1,PTr1]で最初へ戻る。

[SW2]

１ ２

ON

「押しボタン式」では[SW1]を押す、「光センサ式」では[PTr1]が光を感知する事で、トリガ信号が送られ、
演奏が開始されます。 [SW1,PTr1]は単純な「ON/OFFスイッチ」ではありません。また「光センサ式」では、
「明るい=ON／暗い=OFF」ではありません。 下記に⽰される様に[SW2]で、４つの演奏モードが選択でき
ますが、演奏が終了するまで途中停⽌できないモードも存在します。 演奏を強制停⽌させたい際は[SW0]を
取り外し、主電源をカットする事で、演奏前の状況に戻せます（リセット）。

                下記、【 実体配線図 】を参照しながら、お読みください。
      《 まず始めに「押しボタン式」を制作し、動作確認後、お好みで「光センサ式」に変更されると、無難でしょう。》
図の様に、[部品]の⾜（リード）を曲げ、適切な⻑さ（5〜7mm）に切断して、[ソルダレス・ブレッドボード]に挿し込み取付けます。
[±極性や⽅向性のある部品]は、取付け向きに注意が必要です。 [電池BOX]のリードは固いので、切断はニッパよりペンチ等が適し
ます（無理に切断せずともＯＫです）。 [U1:HK326]の⾜は、下⾯側に「ハの字型」に広がっていますので、真っ直ぐにして挿し込
んでください。 [SP1:スピーカー]のリード端⼦は、稀に何かの拍⼦で、上⼿く挿し込めない場合、無理に⼒を掛けると、根元で折れ
る事があります。先端が少し出る様に、端⼦の根元部分を保持（保護）し、真上から、まず、先端部分のみ挿し込んでください。
   ※[R1:39kΩ]の値を変更すると、曲調、テンポが変わります（ ⼩ ⇆ ⼤ ︓ 早⾼ ⇆ 遅低 ）。
   ※[LED1]が明る過ぎる場合は、[抵抗]を介して接続してください（消費電⼒も少なく出来ます）。

[SW1] [PTr1]

単4形×1本 電池BOX
ピン端⼦タイプ

︕極性があります︕

＋ －

◆         ◆

横か
ら
⾒
た
図

opt_switch
「光センサ式」 push_switch

「押しボタン式」

【 ご注意ご注意 】【 ご注意 】

︻ 

操
作
・
動
作
説
明

操
作
・
動
作
説
明 

︼

︻ 

操
作
・
動
作
説
明 

︼

変更 ︓ 「押しボタン式」→「光センサ式」 ︓ [SW1][JP7]を外す  →  [PTr1][D1][R4][JP14]を付ける

[U1:HK326] の取付け
⾜は、下⾯側に「ハの字型」
に広がっていますので、
真っ直ぐにして挿し込
んでください。

免責事項

部品取付の⽅向や位置を間違えると、ショートや過電流により、部品や電池が発熱する場合があります。本KITは趣味
 の範囲で楽しんで頂くものです。本KITによる、ケガ、損害には⼀切責任は負えません。ご了承、お願い申し上げます。

︕ご注意ください︕

挿
し
込
み
が
固
い
場
合
︑
無
理
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る

と
根
元
で
折
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
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そ
の
際
は
被
覆
を
剥
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線
を
バ
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け
無
い
様
に
良
く
捩
じ
っ
て
挿
し
ま
す
︒

 
 
 
 
 
 

←

[SP1:スピーカー] の取付け
端⼦の根元を持って、まず端⼦の先端だけ挿し
込みます。 Z軸回りに少し回転させ、挿し込み

易い位置を探ると
良いでしょう。 

Ｚ
軸

挿し込み
部分

５〜７mm

※ 部品 ※
(０Ω抵抗)

加⼯例

⾜
⇒ 挿し込み

部分
５〜７mm

※ 部品 ※
(０Ω抵抗)

加⼯例

⾜
⇔

[
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ル
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ド
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ー
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部
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の
接
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線
︓
外
部
で
の
接
続
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︓
内
部
で
の
接
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